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Abstract

The mortality rate of Koreans living in Japan is substantially higher than that of the Japanese. Additionally, they are 
more likely to suffer from psychological problems, such as depression. Underlying this is the issue of acculturation 
discrepancy within families. In this study, we conducted a review to examine the influences of acculturation discrepancy on 
psychological problems within Asian immigrant families, especially in adolescents. Furthermore, we discussed intervention 
options. Parent–child communication was subsequently identified as a factor that moderates the impact of acculturation 
discrepancy on psychological problems within Asian immigrant families. However, few intervention studies have focused 
on parent–child communication, indicating that this area requires additional empirical research.

Key Words： acculturation discrepancy, Asian immigrants, depression, Koreans living in Japan, 
parent-child communication
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1. 問題と目的

1.1. 日本在住外国人における在日コリアンの現状

　日本在住外国人における在日コリアン［1］数は，
1980年頃までは，およそ60万人程度おり，在住外国

人の80－90%を占めていた（1）。最新の統計では，45

万人程度（約16％）となっており（2），在住外国人の
総数の増加に伴って，比率自体は減少している。し
かし，その数は依然として多く，また日本政府の同
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化政策によって帰化する在日コリアンも多数いるこ
とから，特に在日３世，４世の世代は，日本社会に
深く根づいている現状がある（3）。
　在日コリアンの日本国内における死亡率は日本人
より有意に高く，自殺死亡率は母国より高いことが
わかっている（4）。また，自殺者の大部分はうつ状態・
うつ病に罹患していたと指摘されており（5），在日コ
リアンが日本社会に深く根づきながらも，心身の健
康上の問題を抱えていることが伺える。

1.2. 移民が抱える問題と支援の困難性

　一般に，移民は様々な健康上の問題を抱えやすい
とされるが，心理的問題に影響を与える要因とし
て，収入，社会経済的地位の低さ，ソーシャル・サ
ポートの低さなどが指摘されている（6-7）。日本にお
けるこれらの問題に対する支援として，医療領域で
は，医療保険や無料低額診療制度，医療機関での
言語支援（8），教育領域では，大学や地域の行政機関
が主宰する国際交流団体，支援団体が連携して行う
学習支援活動（9-11）などが挙げられる。一方，直接的
な心理的支援としては，認知行動療法（cognitive-

behavioral therapy）のグループ療法の実践な
どが散見されるが（12），多くは草の根の実践であ
り（13-14），統制された介入の報告は極めて少ない。
　移民への心理的支援が難しい理由の１つと
し て， 心 理 的 問 題 悪 化 の 背 景 にAcculturation 

discrepancyと呼ばれる家族成員内で生じる困
難 が あ る こ と が 挙 げ ら れ る（15）。Acculturation 

discrepancyとは，文化変容度の家族内差であり，
一般的に親子間の文化的不一致を指す（15-16）。
　たとえば，日本語力が乏しい母親に対して子ども
が苛立ったり，進学に関して親が適切なアドバイス
をできない時，子どもが親よりも上手に日本語を話
し日本文化に親和的になることで，親の子どもへの
権威づけは難しくなり，親子間の葛藤が引き起こさ
れやすくなることが指摘されている（1）。このような
親子の葛藤は，子どもの抑うつ症状を悪化させるこ
とが知られているが（17-19），移民などのエスニックマ
イノリティの子どもは，このような家族内の問題が
生じても外部に助けを求める可能性が低いことが分
かっている（20）。助けを求められない理由として「個
人的な内容がゆえに自分自身で対処しなければなら
ないという認識」，「内容が漏洩してしまうのではな

いかという心配」などが挙げられており（21），家族
内で生じた問題について，エスニックマイノリティ
の子どもがその問題性を認識し，家族外の他者に助
けを求めることは難しい現状がある。
　また，文化的不一致の解消における最も健全なパ
ターンは，青年が少なくとも親と同じくらい親が帰
属する文化遺産（たとえば音楽や食事など）に愛着
を抱いていることとされているが，①子どもが自分
の親の帰属する文化に触れる機会が少ない，②子ど
もは親よりも早く文化変容し，伝統文化から距離を
置くことが多い（22）ことから，その一致を目指すこ
とは容易ではない。そのため文化的不一致それ自体
を解消させることが難しい場合は，文化的不一致の
心理的問題への影響を減弱させることが，移民の心
理的支援における介入ポイントになるといえる。

1.3. 在日コリアンにおける文化的不一致と

　　 心理的問題

　在日コリアンにおいても，社会文化的な背景や家
庭環境といった文化的不一致に関する要因が臨床的
なリスクとなりうることが示唆されている（23）。文
化的不一致の促進要因の１つに，親による過干渉，
過保護の問題や，しつけの厳しさといった問題が挙
げられる。在日コリアンの養育者は，受け入れ先の
社会への警戒心や不信感から子どもに過干渉，過保
護となり，これらは，子どもに対するしつけの厳し
さや，達成要求の高さといった形で現れることから，
特に青年期の子どもにおいて養育者に対する葛藤が
強烈なものになることがある（24-25）。このような親子
関係が，親に対する依存と自立の葛藤が先鋭化する
青年期に，在日コリアンを情緒不安定にするリスク
を高め，同一性の拡散，実行力の欠如，対人的過敏
性を強めるリスクを高める可能性が指摘されてい
る（25）。
　また，在日コリアン２世以降の世代に特有の葛藤
や社会適応の問題も挙げられている（26）。在日コリ
アン１世の経験は戦争及び日本の植民地支配と連
なっており，日本社会という「新しい秩序」に対抗
する意味で，たとえば祖先の祭祀（チェサ）を頑な
に重んじるなど，儒教的家族と呼ばれる集団の連帯
をより一層強化してきた。一方，日本生まれの２世
以降の世代になると，日本語だけを話し朝鮮半島に
渡ったことがないという者も少なくない。そのため
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親より上の世代との文化的不一致が生じるだけでな
く，「日本のことしか知らないのに日本人からも受
け入れられない」という親より上の世代とは異なる
疎外感を経験することも多い（2, 25）。
　このように在日コリアンは，移民としての心理的
問題の抱えやすさだけでなく，その民族・歴史的な
背景から世代間の文化的不一致が生じやすい。さら
に，親子間の葛藤が顕在化しやすい青年期には心理
的問題悪化の大きなリスクを有しているといえる。

2. 本稿の目的

　ここまで，移民の抱える心理的問題について，特
にAcculturation discrepancyと呼ばれる家族内
の文化的不一致に焦点をあて，文献レビューを行っ
てきたが，このような家族の問題を抱えた移民に対
する直接的な心理支援に関する研究は乏しい。中で
も日本社会に根づきながらも，高い精神疾患の罹患
率を有する在日コリアンに関して，特に養育者との
葛藤が先鋭化しやすい青年期において家族内の文化
的不一致が心理的問題に与える影響性のモデル構築
や介入のための要因の検討といった実証的な研究は
なされていない。そこで本稿では，家族内の文化的
不一致に起因する心理的ストレスの類似性が想定さ
れるアジア系移民の研究動向を整理することによっ
て，在日コリアンが抱える問題に対する介入の糸口
を検討することを目的とする。実際に，アジア系移
民はヨーロッパ系移民に比べて，うつ病，世代間家
族葛藤が高いことが報告されており（27），在日コリ
アンの有する問題との類似性が他の民族と比較して
高いことが想定される。

3. 方法

3.1. 文献の抽出

　2022年６月１日に文献の検索を行った。Figure 

1.に文献検索のプロセスを示した。 電子資料の
一括横断検索が可能な早稲田大学の学術情報検
索 エ ン ジ ン［2］を 用 い て，「acculturation」 AND 

「discrepancy」 AND 「immigration」 AND 

「adolescence」を検索ワードとして，2010年―
2022年に出版された査読付き学術論文を抽出し
た。当該エンジンには2022年７月現在，PubMed，
PsycINFO，Web of Science，PsycARTICLES

などを含む4358の論文データベースが存在してい

る。検索結果の論文のタイトルおよび抄録を読み，
１）量的研究であること，２）説明変数に文化的不
一致または親子の文化差等の近接する構成概念を含
むこと，３）目的変数に心理的適応に関する指標を
含むこと，４）アジア系の移民を対象としているこ
と，５）青年期を対象としていること，６）システ
マティックレビューは除外すること（論文の二重計
上の防止のため），を基準としてさらに論文の絞り
込みを行った。さらに，抽出された論文の文献リス
トを確認し，１）―６）の条件を満たした論文をハ
ンドサーチによって，追加抽出した。

3.2. 分類

　本研究では，アジア系移民の家族内の文化的不一
致に関する葛藤が心理的問題にどのような影響を及
ぼすのか，また，介入ターゲットとしてどのような
変数があり得るのかを検討した。当該論文において
設定されたアウトカムを「目的変数」，それらを説
明する変数を「説明変数」として抽出・分類した。
また，論文中で心理的問題への影響が確認された変
数を「目的変数への影響が確認された変数」として
抽出した。

4. 結果

　文献検索の結果，条件を満たす６本の論文が抽出
された（Table.1）。

データベース検索より
特定された文献数

出版期間と査読基準通過

適格基準 － 通過

分析対象文献

除外：

除外：

ハンドサーチ：

Figure 1. 文献の抽出プロセス
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4.1. 対象者

　対象者の延べ件数は，中国系アメリカ人が２件，
アジア系アメリカ人が２件，中国系カナダ人が１件，
コリアン系アメリカ人が１件であった。なお，在日
コリアンは０件であった。

4.2. 研究方法

　質問紙による横断調査が５件，インタビューと質
問紙の混合による横断調査が１件であった。なお，
介入研究は０件であった。

4.3. 説明変数 

　測定された説明変数は，「文化的不一致」，「親と
子どもの文化的志向」，「文化変容」，「親子間のコミュ
ニケーション」がそれぞれ２件，「親子間葛藤につ
いての話し合い」，「家族内での疎外感」，「文化的不
一致に関する行動と価値」，「親子間におけるアジア
的価値の格差」，「両親の温かさとコントロールに対
する認識」，「家族内の適切な感情表現」，「感情に対
する気づきと行動のための感情利用」がそれぞれ１
件ずつであった。

4.4. 目的変数

　測定された目的変数は，「内在化症状」，「外在化
症状」，「侵入的な子育て（親）」，「侵入的な子育て
の認識（子ども）」，「子どもの適応」，「問題行動」，「文

化的不一致によるストレス」，「心理的適応」，「子ど
もと両親との関係」が１件であった。

4.5. 目的変数への影響が確認された変数

　目的変数への影響が確認された変数は，「親子間
のコミュニケーション」が２件，「両親の温かさと
コントロールに対する認識」，「家族内の適切な感情
表現」，「感情に対する気づきと行動のための感情利
用」が１件であった。

5. 考察

　本稿の目的は，家族内の文化的不一致に起因する
心理的ストレスの類似性が想定されるアジア系移民
の研究動向を整理することによって，在日コリア
ンが抱える問題への介入の糸口を検討することで
あった。
　文献レビューの結果，在日コリアンを対象とした
研究は０件であったことから，在日コリアン特有の
特徴を明らかにすることはできなかった。一方で，
類似性が想定されるアジア系移民においては，文化
的不一致への影響が確認された変数として「親子間
のコミュニケーション」がもっとも多く抽出された。
コリアン系アメリカ人の親子を対象とした研究では，
母親と子どもに文化的不一致がある場合に，攻撃行
動等の外在化症状が最も高くなることが示唆された。
また，文化的不一致の認識の大きい親子間では，相

Table.1　本研究でレビュー対象となった論文
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手に気を使いすぎずに自分の気持ちを話すことがで
きる等の父親とのオープンなコミュニケーションに
対する認識が低いほど，内在化症状が高いことと関
連した。そして，父親とのオープンなコミュニケー
ションに対する認識は，文化的不一致と内在化症状
の関係を有意に調整した（35）。アジア系アメリカ人
と白人系アメリカ人を対象とした研究では，アジア
系アメリカ人の青年は，白人系アメリカ人の青年と
比較して，母親よりも父親と問題を話し合うことが
より困難であることが示唆されている。さらに，ア
ジア系アメリカ人の青年は白人系アメリカ人とくら
べて自尊心が有意に低く，親とのオープンなコミュ
ニケーションが自尊心を予測するひとつの因子であ
ることが明らかになった（36）。他のアジア系移民の
研究においても，文化的不一致は子どもの抑うつ症
状と正の相関を示していた。しかし，父親とのコミュ
ニケーションに対する認識について言及している研
究は他には見当たらなかった。
　コリアン系移民の特徴として，儒教に基づく家族
観がある。儒教的家族観においてもっとも権威的な
存在である父親との関係は，コリアン系移民の子ど
もの心理状態に大きく影響することが予想される。
さらに，先述のように，在日コリアン１世の経験は
戦争及び日本の植民地支配と連なっており，政治的
な緊張を有する日韓関係や，日本国内における差別
構造が，在日コリアンの家族の凝集性を強め，父親

との関係性が心理的問題に与える影響を強める可能
性がある（2, 25）。以上のことから，父親とのコミュニ
ケーション，およびコミュニケーションの認識の改
善は，在日コリアンの文化的不一致による心理的問
題に対する緩衝効果を有する可能性があり，臨床的
にも，介入可能性のある変数であると推察される。
　一方で，移民における父親とのコミュニケーショ
ンを活性化させるための介入は見当たらなかった。
しかし，アジア系移民ではないために本調査結果か
らは除外されたが，母親を含めた親子間のコミュニ
ケーションを活性化させることを目的とした，青年
と保護者のバイカルチャリズムを促進するための
介入モジュールの効果を検討する論文があった（56-57）。
この介入は，キューバ系アメリカ人の青年と親が，
青年のグループと親のグループに別々に，あるいは
青年と親が一緒に，双方のグループへ積極的に参加
するものであり，介入によって行為障害や社会的不
適応に効果が認められた。しかし，このような介入
がキューバ系アメリカ人のみならず，アジア系移
民，ひいては在日コリアンの文化的不一致による心
理的問題をどの程度軽減するかは不明であった。ま
た，アジア系移民を対象とした介入研究が見当たら
ず，父親との関係に焦点をあてた研究は皆無であっ
たことから，在日コリアンの父親とのコミュニケー
ションを活性化させることや，コミュニケーション
の認識を変容させることを目的とした介入は，実証

Table.1　本研究でレビュー対象となった論文



－ 72 －

人間科学研究　Vol.36, No.1（2023）

的研究の余地があると考えられる。
　最後に，本研究における限界と課題について述べ
る。本研究でレビューした論文は，対象を日本国外
のアジア系移民にまで拡張したという点で，今回得
られた知見を在日コリアンに対して直接的に適用で
きるのかについては，慎重に検討する必要がある。
在日コリアンにおける父親の存在や，家族内のコ
ミュニケーションが子どもの心理にどのような影響
を与えるかについての実証研究，また家族内コミュ
ニケーションが介入対象の変数として社会的妥当性
を有するかについては今後の検討が必要である。

6.　研究倫理的な配慮

　本研究は，刊行済論文を用いたレビュー研究であ
るため研究倫理上の配慮は生じない。

7.　利益相反

　利益相反の有無：無

註

［１］ 本論における「在日コリアン」とは，朝鮮半島に

ルーツを持ち，日本による植民地政策の影響を直

接的もしくは間接的に受けた人々であり，概ね

1910年から1945年前後に渡航した者およびその子

孫を指す。韓国籍者，朝鮮籍者，日本籍者，およ

びその他の国籍の人々も念頭においていると同時

に，国際結婚によって生まれた，いわゆる「ハー

フ」の人々も念頭においている。

 （井沢泰樹(2017). 在日コリアンにおける複合的ア

イデンティティと精神障害 ―日韓の「ハーフ」

で性的少数者である「男性」のライフヒストリー

から―　東洋大学人間科学総合研究所紀要, 19, 

167-185.）

［２］ 早稲田大学図書館. Waseda University Library 
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